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本日の報告内容

0. プロフィール

1. 山形大学版教員評価の概要

2. 教員評価システムの概要

3. システムデモ

4. まとめと今後の展望
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プロフィール（個人）

詳細は、山形大学研究者情報に公開。
URL: http://yudb.kj.yamagata-u.ac.jp/html/200000148_ja.html

• 平成18年3月に神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程修了、博
士（経営学）を取得。同年4月、神戸大学企画評価室採用。大学機関別
認証評価、国立大学法人評価等の第三者評価に関連する業務に加え、
神戸大学情報データベース（KUID）の管理運用等を担当。

• 平成25年10月、独立行政法人大学評価・学位授与機構研究開発部に
着任し、国立大学法人評価の枠組みの検討や質保証に係る調査研究
等に従事。

• 平成27年4月から現職。主として企画評価、IR業務に従事。その他、大
学評価及び大学における意思決定支援機能としてのIR（Institutional
Research）に関する研究を推進するほか、大学評価コンソーシアム副代
表幹事（企画担当）、文部科学省中央教育審議会教学マネジメント特別
委員会委員、科学技術・学術政策研究所客員研究官、名古屋大学IR本
部特任教授等の活動を通じて、日本の大学における大学評価及びIR業
務の高度化、データベースの構築等に関する提言や話題提供を行って
いる。
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プロフィール（大学）

【員数等】（令和元年5月1日現在）
・学生数:約9,000人、生徒児童数:約1,300人

・教職員:約3,000人

【構成】
・６学部（人文・地教・理・医・工・農）
7研究科、医学部附属病院、附属学校 等

学部 入学定員 在籍者数

人文社会科学部 290 1,337

地域教育文化学部 175 876

理学部 210 851

医学部 180 1,034

工学部 650 2,774

農学部 165 660

計 1,670 7,532

大学院 入学定員 在籍者数

修士・博士前期課程 428 992

博士・博士後期課程 69 257

専門職学位課程 20 40

計 517 1,289

（地域別入学者数）平成30年4月入学者
東北:64％、関東:16％、北陸・中部:15％
※東北の内訳:山形県:24％、宮城県:21％、福島県:9％

（地域別就職者）平成31年3月卒業者
東北:55％、関東:30％、北陸・中部:6％
※東北の内訳:山形県:27％、宮城県:19％、福島県:５％

（主な卒業生）
吉本隆明（思想家）、藤沢周平（小説家）
上田準二（ﾕﾆｰ･ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株）代表取締役社⾧）
西海和久（株式会社ブリヂストンCOO）他

（先進的な研究分野）
有機材料、ナスカ地上絵、総合スピン科学、分子疫学他

最上

村山

置賜

庄内

小白川キャンパス
人文、地教、理、
附属学校等
飯田キャンパス
医学部、附属病院

米沢キャンパス
工学部

鶴岡キャンパス
農学部

⇒大学関係者:約15,000人（山形県人口の約1％、山形市人口の約5％）



山形大学版
教員評価の概要
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教員評価の導入背景

・1991年： 自己点検・評価の努力義務化

・1999年： 自己点検・評価及び評価結果の公表義務化

・2004年： 認証評価の受審義務化

国立大学法人制度の導入

2007年度調査 2014年度調査

出所： 岸（2018），pp.66
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教員評価の実施目的
教員の自由な発想に基づいた教育研究をはじめとする教員の諸活
動の目標設定を支援し、その成果を点検・評価することによって活動
の活性化に役立え、本学全体の機能の改善、高度化に資する。

平成18年1月～試行

平成18年4月～本施行
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教員評価指針

以下の項目で構成（計19ページ）

1.評価の目的

2.評価の対象

3.評価の実施組織

4.評価機関

5.評価領域と評価項目

6.評価の方法

7.評価結果の利用

8.評価結果の公表等

別表、様式1～3、別紙
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教員評価の様式等（１）
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教員評価の様式等（２）
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教員評価の結果

URL https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/files/7915/6264/9263/kojinhyouka201718.pdf

平成30年度の評価結果を公表

・平成27～29年度：人社、理、医、農

・平成26～29年度：地教

・平成28～29年度：基盤
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教員評価制度の改正
平成18年度からの実施状況を踏まえ、運用上の課題や今後の改善
点を洗い出しつつ、学術研究院、法人部局長制度の導入、さらには
監事監査への対応含め、平成29年度に以下の対応を検討。

・実施単位の変更

・評価対象者の明確化

・評価サイクル及び評価期間の統一

・提出書類の簡素化

・評価基準の変更

・表彰制度の導入

・本人へのフィードバックの充実

・評価結果の活用
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【参考】学術研究院の概要
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【参考】法人部局⾧制度の概要
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教員評価の規程化と実施方法の見直し

平成30年2月6日に制定。主な変更点は以
下のとおり。

・実施単位をキャンパスとし、一次評価者
はキャンパス長、二次評価者はキャンパ
ス担当理事、最終評価者は学長である。

・教員活動評価は3年ごとに実施し、教員
は毎年度、点検を行うこととする。

・教員は山形大学データベースシステムに
必要な情報を入力すること。

・教員の自己点検及び評価結果を賞与、昇
給及び昇格の資料とすることができる。

・教員の表彰、指導、助言及びFDへの参加
を促し、より一層の活動の活性化を促す。

URL https://www.yamagata-u.ac.jp/reiki/reiki_int/reiki_honbun/w679RG00001308.html
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教員評価の様式、必須項目



教員評価システムの
概要
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教員評価システムの概要

URL: https://www.sra-tohoku.co.jp/DB-Spiral/index.html

・平成18年に「山形大学情
報データベース」として導

入。

・国立大学法人評価に必要

なデータ収集及び研究者

紹介ページへの公開が

主たる利用目的。
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点検と評価切り分け、実施時期の見直し

Y1 Y2 Y3 Y1

教員

キャンパス長
（評価者）

学長
（最終評価者）

点検 点検

評価

点検 点検

自己
評価書

Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3

自己
評価書

評価 点検 点検 評価

Y4 Y5

評価 点検

評価 評価評価 評価

キャンパス担当理事

（調整者）

Y2 Y3Y1飯田

点検 点検 点検

山形大学情報データベースに当該年度分の研究業績（論文、
著書、研究発表を中心に）、受賞及び特記事項を入力
※担当授業、外部資金、委員会情報等はできる限り事務局で収集・入力

・部局活動報告書
・法人評価、認証評価
・産学連携、広報等

点検
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教員評価システムのフロー
点検年度のフロー 評価年度のフロー



システムデモ



画面構成（管理者）
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ここに追加



画面構成（個人）
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ここに追加
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点検、評価の様式等

実際に作成する自己点検、自己評価の様式等をご紹介します。



まとめ
と

今後の課題



まとめと今後の課題

 導入段階にあるため、目立った成果は得られていない
が、特に大きな混乱なく運用できており、従来との比
較において、いくつかの成果は確認できている
– 教員の入力負担軽減
– 入力データの信頼性向上
– キャンパス、分野に沿った学内基準点の確立
– 更新頻度の向上による研究者紹介ページの充実、等

 有効活用に向けた今後の展望
– 管理者登録項目の増加（学内委員会等）
– 各部局の研究活動報告書等の出力データ対応
– 法人評価、認証評価の基礎データ集計
– 科研費電子システム対応、等
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